
保護者説明会 質問事項への回答 

（Ｒ４.６.27 時点の教育委員会の考え） 

（開校時期） 

○子どもたちや先生方がきちんと準備できる期間が必要だと思います。余裕をもってス

ケジュールを組んで開校していただきたい。 

 

 

 

（校舎） 

○校舎の利用が不安です。使用される校舎はどうなるのでしょう。小中別になるのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

（跡地） 

○維新小、維新幼の校舎を今後どのように活用していくのか。維新小の使い方を地域み

んなで話し合いたい。 

 

 

 

（制度） 

○小・中義務教育学校の開設に向けて、６・３制にするのか？４・３・２制にするのか？ 

○義務教育学校となり 9 年間一貫型になったとしても、成長の過程で大きくなるとい

う実感や自覚がもてるように簡単でいいので卒業式のような式はあってほしいと思

う。 

○小学５・６年生がリーダーシップを発揮できる場がなくなってしまうのではないか。 

 

 

 

 

 

【回答】 

○施設分離型の義務教育学校を設立。昭和中、昭和小、昭和幼の校地、園地を使用す

る。学校名は新たに作る。昭和小に前期課程、昭和中に後期課程を考えている。 

【回答】 

地域の方としっかり話をして進めていきたい。 

【回答】 

○R６年４月１日開校を考えている。 

【回答】 

○６―３制、５―４制、４－３－２制、４－２－３制など様々なことが考えられるが、

どれにするのかは慎重に検討をしていく。 

○適切な時期に節目となる式をしていきたい。 

○どのような区切りになっても、リーダーシップを発揮できる場を設定していきた

い。 



（スクールバス） 

○スクールバスは運行されるのか。小学生と幼稚園児は登下校の時間が違うが対応して

いただけるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

（教職員人事） 

○子どもたちが知らない先生ばかりだと不安になるので、先生の配置は考えていただけ

るのか。 

 

 

 

 

 

 

（目標・カリキュラム） 

○義務教育学校となれば、小学校課程から中学校課程までの 9 年間一貫して行うこと

になるので、しっかりとした教育目標を決定してほしいと思います。また、どのよう

なカリキュラムになるのか期待しています。 

○教育目標についてだれが、どのように決めていくか教えてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】 

○教育目標やカリキュラムについては学校が作成していくものではあるが、保護者の

意見を聞きながら作成していきたい。 

決定する流れとしては、小委員会（教員、保護者、地域）を立ち上げ、案を作成す

る。その後、開校準備委員会で協議する。その後、最終的には教育委員会と現在の

校園長で決定していく。 

【回答】 

○用意しようと思うが、正式には議会での決定となる。運行については、詳細が決ま

り次第お伝えする。  

【回答】 

○小中学校の教職員はほとんどが県費負担職員である。県とともに協議し教職員人事

を進めていきたい。それぞれの学校園の子どもが困らないように配慮していきた

い。 



（英語特区） 

○義務教育学校になっても英語特区は継続されるのですか？ 

○今まで通り、中学校入学で学区外からの受け入れはあるかどうか知りたい。 

 

 

 

 

 

 

（組織・公開） 

○開設に向けての動きがよく分かりません。どのような組織が立ち上がり、その組織に

誰がいるのかメンバーを紹介してほしい。また、開設に向けて、既に決定したことや、

これからどのようなことを決めていかないといけないのか、また具体的なスケジュ

ールを教えてほしい。開設に向けて定期的に、あるいは何か決定したことがあれば、

そのたびに状況を公表していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

（環境整備） 

○校舎の廊下は壁がないため汚れていますし、冬は非常に寒いです。トイレも古いので

衛生的とは言えないです。生徒や教職員が快適に過ごすことができるように環境整備

を行い、衛生的にしてください。 

 

 

 

 

（制服等） 

○在校・在園児は今の制服ではだめですか。 

 

 
【回答】 

○中学校は R5 年度に変わる制服を使用する。小学校（前期課程）については、子ど

も、保護者の意見を聞きながら今後検討していく。当面は現在のそれぞれの制服、

新しい制服が混在することになる。 

【回答】 

○今後も継続していく。 

 ○小学校、中学校の学区外の受け入れについては現行通り受け入れていく。さらに

幼稚園を特区にし、学区外の受け入れを行う。 

【回答】 

○今後は、開校準備委員会を設立する。その後、各小委員会を立ち上げて案を作成し

ていき、開校準備委員会で協議をする。話し合ったことをもとに市教委や校園長で

決定していく。決定したことはできる限りオープンにしていく。スケジュールにつ

いては、詳細が決まり次第お伝えする。 

【回答】 

○修繕については、学校園の要望をもとに順次行っていく。 



（行事・活動） 

○全校（１～９年生）集まってする行事はどれくらいあるのですか。 

○維新小と地域をつなぐ行事はそのままにしてほしい。（芋ほり、清梁園とのふれあい

など） 

 

 

 

 

 

（幼稚園・未就学） 

○幼稚園については義務教育ではないが、どのように考えているのか？小学校の統合に

併せて幼稚園もと考えているのだろうか？具体的な方針や方向性について教えてい

ただきたい。 

○開設に向けて、ＰＴＡ以外で未就学児の親が意見を届ける場はないのか？ 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

○少人数から大人数になって、不安になった子どもたちの「心のケア」には対応して

くださるのか。 

○学校の刷新も重要だが、昭和地区の子育て環境を整備して絶対数を増やす政策をす

べき。 

 

 

 

 

 

【回答】 

○昭和幼と維新幼を統合し、今の五つ星学園と同じように考えていく。 

○未就学児の保護者の方へは幼稚園やおひさまにアンケート等の配付を依頼するの

で、そのアンケートに意見を書いていただきたい。また、幼稚園や小学校へ直接

連絡していただいてもよい。 

【回答】 

○精神的なケアについては、保護者の方と連携を図りながら、学校園での担任等の教

育相談はもちろん、市のカウンセラー等の活用によりに対応していく。 

○市の総合的な町づくりの計画の中で行っていく。教育委員会と市長部局関係部署と

で協議していきたい。 

【回答】 

○どの行事を全校で行うことが子どもにとってよいのか考えながら決定していく。 

○地域、保護者、児童生徒の意見を聞きながら決めていく。 


